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こ
れ
ま
で
の
２
期
８
年
間
、「
町
民
主

役
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
行
政
全

般
に
わ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
安
全・

安
心
、
町
の
魅
力
向
上
に
努
め
ま
し
た

が
、
社
会
経
済
情
勢
は
日
々
目
ま
ぐ
る

し
く
変
化
し
続
け
、
地
域
課
題
は
複
雑

か
つ
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
時
代
に
あ
っ
て
、
我
々
が
最
も
大
切

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
物
の

豊
か
さ
で
は
な
く
、「
心
」
の
豊
か
さ
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
に
し
っ
か
り
と

耳
を
傾
け
、
心
豊
か
に
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
「
文
化
と
こ
こ
ろ
が
ふ
れ
あ
う
ま

ち
砥
部
町
」
の
実
現
に
向
け
、
次
の
４

項
目
の
基
本
理
念
の
も
と
、
各
種
施
策

を
展
開
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
施
政
方
針
に
掲
げ
る
重
点
施
策

　
防
災
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
活
性

化
と
防
災
士
な
ど
の
人
材
育
成
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
感
染
症
対
策
を
踏

ま
え
た
砥
部
町
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

き
、
避
難
拠
点
の
整
備
・
充
実
に
努
め

ま
す
。

　
福
祉
分
野
で
は
、
高
齢
者
福
祉
施
設

の
改
修
支
援
や
障
が
い
者
の
社
会
参
加

促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
の
充
実
な
ど

に
よ
り
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進

し
ま
す
。

　
保
健
分
野
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
を
速
や
か
に
整
え
、
収
束
に
向
け

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

重
点
施
策

　
学
校
教
育
で
は
、
急
速
に
進
む
教
育

の
情
報
化
に
対
応
す
る
た
め
、
新
た
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
し
、
効
果
的
な

活
用
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に

導
入
し
た
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
有
効

活
用
や
既
存
の
人
的
支
援
の
拡
充
に
よ

り
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
教
職
員
の

長
時
間
労
働
解
消
を
推
進
し
ま
す
。

　
社
会
教
育
で
は
、「
砥
部
の
里　
冒
険

ク
ラ
ブ
」
の
開
設
に
向
け
た
リ
ー
ダ
ー

養
成
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
砥

部
町
の
歴
史
・
文
化
を
正
し
く
記
録
し
、

次
代
へ
継
承
し
て
い
く
た
め
「
砥
部
町

誌
」
編
さ
ん
事
業
を
進
め
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
で
は
、
他
市
町
と
連
携

し
た
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
や
地
域

子
育
て
支
援
拠
点
事
業
を
継
続
す
る
ほ

か
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
期
の
母
子
に

対
す
る
専
門
性
を
高
め
た
産
後
ケ
ア
事

業
の
実
施
な
ど
、
新
た
に
開
設
し
た
子

育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
を
強

化
し
、
地
域
に
お
い
て
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま

す
。

地
域
資
源
を
活
か
し
人
々
が
交
流
す
る

ま
ち
づ
く
り

　
砥
部
焼
業
界
へ
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
陶

器
市
の
開
催
に
向
け
た
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、延
期
と
な
っ
て
い
た
映
画
「
未

来
へ
の
か
た
ち
」
の
公
開
に
合
わ
せ
、

砥
部
焼
の
魅
力
を
最
大
限
Ｐ
Ｒ
し
ま

す
。

安
全
・
安
心
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
が
た
く
ま
し
く

健
や
か
に
育
ま
れ
る
ま
ち
づ
く
り
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令
和
３
年
度
の
当
初
予
算
の
概
要

　
予
算
総
額
は
１
４
８
億
３
，
０
５
８
万
９
千
円
（
前
年
度
比
１・５
％
減
）
と
な
り
、

一
般
会
計
で
は
７
９
億
３
，
５
４
９
万
円
（
前
年
度
比
２・５
％
減
）
で
す
。
一
般
会

計
が
減
少
し
た
理
由
は
、
町
防
災
行
政
無
線
更
新
整
備
事
業
の
完
了
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
が
被
保
険
者
数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
保

険
給
付
費
が
削
減
さ
れ
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

会計名 予算額 増減

一般会計 79億 3,549 万円 ▲ 2億 397万 3千円

特別
会計

国民健康保険事業 23億 2,024 万 1千円 ▲ 3億 1,699 万 8千円

後期高齢者医療 2億 9,972 万 5千円 ▲ 916万 4千円

介護保険事業 23億 8,830 万 6千円 9,988 万 9千円

とべの館 3,365 万 8千円 ▲ 503万 5千円

とべ温泉 5,187 万 8千円 191万 8千円

農業集落排水 3,563 万 3千円 661万 8千円

浄化槽 8,194 万 9千円 ▲ 396万 6千円

企業
会計

公共下水道事業 7億 7,289 万 9千円 ▲ 5,207 万 4千円

水道事業 9億 1,081 万円 2億 5,689 万円

合計 148億 3,058 万 9千円 ▲ 2億 2,589 万 5千円

　
道
路
施
設
、
水
道
施
設
、
公
園
施
設
、

町
営
住
宅
の
長
寿
命
化
を
推
進
し
、
公

共
下
水
道
は
、
令
和
８
年
度
ま
で
に
都

市
計
画
区
域
の
整
備
を
完
了
す
る
よ

う
、
計
画
的
か
つ
効
率
的
な
工
事
実
施

に
努
め
ま
す
。

観
光
で
は
、
新
た
に
完
成
す
る
と
べ
動

物
園
と
え
ひ
め
こ
ど
も
の
城
を
繋
ぐ

ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
に
よ
る
観
光
客
の
増
加

を
見
込
み
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

交
流
人
口
の
拡
大
を
推
進
し
ま
す
。

　
農
業
で
は
、
愛
媛
県
一
の
「
紅
ま
ど

ん
な
」
の
産
地
化
を
目
指
し
、
栽
培
面

積
の
拡
大
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
近

年
不
作
が
続
い
て
い
る
七
折
小
梅
の
改

植
事
業
を
実
施
し
、
収
量
の
回
復
を
図

り
ま
す
。

　
林
業
で
は
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営

実
現
の
た
め
、
路
網
整
備
、
森
林
環
境

譲
与
税
を
活
用
し
た
森
林
対
策
を
推
進

し
、
新
た
な
森
林
管
理
制
度
の
一
部
を

担
う
「
中
予
森
林
管
理
推
進
セ
ン
タ
ー
」

の
適
正
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

社
会
基
盤
強
化
を
図
る
快
適
な
ま
ち
づ

く
り

　
環
境
分
野
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス

マ
ー
ト
に
向
け
た
取
り
組
み
、
食
品
ロ

ス
の
削
減
、
住
宅
用
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

器
の
利
用
促
進
な
ど
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推

進
を
意
識
し
た
施
策
を
展
開
し
、
環
境

に
配
慮
し
た
循
環
型
社
会
の
形
成
に
努

め
ま
す
。

　
地
域
交
通
で
は
、
砥
部
の
り
あ
い
タ

ク
シ
ー
の
対
象
地
域
を
拡
大
す
る
な

ど
、
交
通
空
白
地
域
、
交
通
不
便
地
域

の
解
消
を
図
り
、
民
間
路
線
バ
ス
の
利

用
促
進
と
と
も
に
、
誰
も
が
日
常
生
活

に
必
要
な
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
享
受

で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。 
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令和３年度一般会計の内訳

民生費（対前年▲８，４７５万８千円）
　障害者福祉事業や児童福祉事業、国保・介
　護などの特別会計への繰出金など
教育費（対前年▲２，４４３万７千円）
　学校教育や社会教育振興のための経費
総務費（対前年＋２，０８２万２千円）
　庁舎の事務処理などに必要な経費や地域の
　コミュニティ活動を支援するためなどの経
　費
衛生費（対前年＋１億８５７万円）
　健康づくりのための支援やごみ処理のため
　の経費
公債費（対前年＋２，７９４万６千円）
　町の借金を返済するための経費
土木費（対前年▲４，７１６万５千円）
　町道など道路の維持、新設改良のための経
　費
消防費（対前年▲２億１，６０３万７千円）
　消防活動や災害対策への経費
農林水産業費（対前年＋２，１３３万１千円）
　農業・林業・漁業の振興のための経費
商工費（対前年▲９７３万７千円）
　商工業の振興のための経費
議会費（対前年▲５０万８千円）
　議会運営のための経費
その他（対前年０千円）
　予備費

譲与税・交付金（対前年▲４，１２０万１千円）
　一定の計算方法に基づいて国から交付され
　る地方交付税など
町税（対前年▲１億７７万９千円）
　町民税（個人・法人）、固定資産税、軽自
　動車税、町たばこ税
国県支出金（対前年＋６，７５８万３千円）
　国や県が、町が行う事務に対して支払う負
　担金、町の事業を支援する補助金、国や県
　が行う事務を町に委託した場合に支払う委
　託金
町債（対前年▲１億２，４９０万円）
　町の借金
分担金・負担金、使用料・手数料
（対前年＋６１万６千円）
　福祉サービスの利用者負担金、各種施設の
　使用料、ごみ処理手数料などの収入
繰入金（対前年▲４，５７７万円）
　基金からの繰入金
その他（対前年＋４，０４７万８千円）
　利子などの財産収入、寄附金、前年度から
　の繰越金、諸収入など

歳入
79億3,549万円

歳出
79億3,549万円

商工費
1億8,537万8千円

農林水産業費
2億2,383万6千円

土木費
4億5,340万2千円

消防費
4億4,651万4千円

公債費
6億1,179万6千円

衛生費
8億3,064万3千円

総務費
9億1,449万1千円

教育費
11億2,254万2千円

民生費
30億2,998万6千円

議会費
1億690万2千円

その他
1,000万円

その他
4億4,802万円

繰入金
1億9,050万円

分担金・負担金、
使用料・手数料
2億6,243万7千円

町債
6億5,090万円

国県支出金
14億5,831万8千円

町税
19億1,131万5千円

譲与税・交付金
30億1,400万円


